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研究成果の概要（和文）：2010年出生コホートを対象にした3年間の縦断研究の結果，下記の3点が明らかになっ
た。①乳幼児期から就学前期にかけて,エフォートフル・コントロールと行動的抑制傾向の2つの気質的個人差が
安定していること，②エフォートフル・コントロールが高い子どもは，下のきょうだいに対して主張面・抑制面
双方で「自己」の制御ができており，行動的非抑制傾向にある子どもは同年齢の子どもに対して自己主張ができ
ること、③行動的抑制傾向が高い子どもは内在化問題行動を示しやすい一方，エフォートフル・コントロールが
高い子どもは外在化問題行動を示しにくいことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：From infancy to preschool age, children’s two temperamental dimensions: 
“effortful control” and “behavioral inhibition” appear stable. Two temperament had different 
influences on the self-regulation behaviors in the interpersonal situation. Children with high on 
the effortful control show high on self-regulation behaviors, such as self-assertive aspects and 
self-control aspects, toward siblings. Children with low on the behavioral inhibition show high on 
self-assertive behaviors toward peers.  Two temperament had influences on the behavior problems; 
Children with high on the behavioral inhibition show internalizing behaviors and Children with high 
on the effortful control does not show externalizing behaviors.

研究分野： 発達心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1)研究代表者は，2010 年出生コホートを対
象に 2 つの気質（エフォートフル・コントロ
ールと行動的抑制傾向）に焦点を当てた縦断
研究を実施してきた。 

(2)エフォートフル・コントロールと密接に関
連する前頭前野は 2 歳から 7 歳にかけて組織
化が進むこと，実行注意の根底にある回路の
決定的な要素が 7歳までに発達を遂げること
が明らかになっている(Rothbart, Posner & 
Kieras, 2006)。このことから，少なくとも 7
歳までは，エフォートフル・コントロールも
環境の影響を受けて変容する余地が多いと
考えられる。行動的抑制傾向は自己主張が奨
励されるアメリカ文化の中では問題となる
気質であるが(Kagan et al.,2007)，他者への
配慮が重要とみなされる日本文化の中では
異なった評価や処遇を受ける可能性がある。 

(3)就学前期になると子どもの対人関係の拡
がりにつれ，対人場面でいかに「自己」を制
御するかを子ども自身が考え行動を身につ
けるようになる。さて，そうした「自己」の
制御の在り様は，養育者の価値観や日本文化
に内在する「自己観」「他者観」からの影響
を受けると考えられる。 

２．研究の目的 

(1)2010 年出生コホートを対象に，乳幼児期
から就学前期にかけてのエフォートフル・コ
ントロールと行動的抑制傾向の変容・安定性
の検討を行う。 

 (2)就学前期の子どもの対人場面での「自己」
制御行動にエフォートフル・コントロールと
行動的抑制傾向との 2つの気質が与える影響，
養育者の文化的価値観が及ぼす影響につい
て検討する。 

 (3)就学前期の子どもの問題行動や母親の育
児ストレス・分離不安にエフォートフル・コ
ントロールと行動的抑制傾向との 2つの気質
が与える影響について検討する。 

３．研究の方法 

(1)乳幼児期からの縦断研究協力者の 2010
年出生コホートを対象に①51.7 ヶ月齢（SD= 
4.01），②64.7 ヶ月齢（SD= 3.64），③5.8 歳
(SD=0.4)の時点で質問紙調査を実施した。 

①②では，日本語版 Childhood Behavior 
Questionnaire（CBQ）から，恐れ（Fear），
シャイネス（ Shyness），注意の焦点化
（ Attention Focusing ）， 注 意 の 転 移
（Attention Shifting），抑制コントロール
（ Inhibitory Control ）， 知 覚 的 敏 感 性
（Perceptual Sensitivity），強度の低い刺激
に対する喜び（Low-Intensity Pleasure），怒
り / フ ラ ス ト レ ー シ ョ ン （ Anger / 
Frustration）の 8 次元の気質的個人差測定を
行った。①では気質測定に加えて，母親の精

神衛生の指標として，分離不安・育児ストレ
スの測定を行った。②では気質測定に加えて，
子どもの対人場面での自己制御行動を質問
紙(水野, 2002)により測定した。また，対人場
面における子どもの自己制御行動（自己主張，
自己抑制）についての養育者の持つ価値観や
発達期待について回答を求めた。 

③では CBCL(日本語版 4‐18 歳用)について
回答を求めた。 

 (2) 2010 年出生の第一子といった母集団を
より代表する標本 524 名を対象に，対人場面
での自己制御行動に関するウェブ調査を実
施した。調査内容は子どもの自己制御行動と
養育者の持つ価値観・発達期待と養育者自身
の自己制御行動について尋ねるものである。 
４．研究成果 

研究室コホートに関しては，乳幼児期の気質
データを合わせて，研究成果を報告する。 

 平均月齢・年齢（SD） 人数  

T1 11.6ヶ月齢（3.57） 
267(男 115,女 134 

性別不明 18) 
乳

幼

児

期 

T2 21.3ヶ月齢（3.54） 
127(男 50,女 67， 

性別不明 10) 

T3 40.5ヶ月齢（3.61） 85(男 37,女 48) 

T4 51.7ヶ月齢（4.01） 69(男 29,女 40) ①  

T5 64.7ヶ月齢（3.64） 63(男 27,女 36)  ②  

T6 5.8歳(0.4) 53(男 22,女 31) ③  

 

(1) 乳幼児期~就学前期のエフォートフル・コ
ントロールと行動的抑制傾向の変容・安定性 

エフォートフル・コントロール・行動的抑制
傾向ともに時点間での有意な相関が見られ，
個人差は安定していた。 

(2)就学前期の子どもの対人場面での「自己」
制御行動 

①就学前期の子どもの自己制御行動の構造 
ウェブ調査のデータ分析を行うことによっ
て，就学前期の子どもの自己制御行動の構造
を求めた。⒜友達といる場合，⒝きょうだい
といる場合，⒞母親といる場合の 3 場面それ
ぞれの 18 項目について主成分分析をして，

 T1_EC T2_BI T2_EC T3_BI T3_EC T4_BI T4_EC T5_BI T5_EC

T1_BI -.149 .515 *** -.159 .312 * -.011 .462 *** .075 .277 * .083

T1_EC -.071 .253 -.227 .527 *** -.113 .317 * -.065 .398 **

T2_BI .012 .638 *** .059 .601 *** .190 .496 *** .223

T2_EC -.046 .289 * -.088 .350 * -.227 .317 *

T3_BI -.118 .771 *** .172 .672 *** .196

T3_EC -.010 .725 *** -.032 .674 ***

T4_BI .143 .778 *** .228

T4_EC .096 .833 ***

T5_BI .132



バリマックス回転を行った。固有値の推移・
解釈可能性を考慮して，それぞれの場面ごと
に「自己主張的自己制御行動」・「自己抑制的
自己制御行動」の因子が抽出された。各因子
に負荷する項目の加算平均値を算出し，自己
主張的自己制御行動尺度得点・自己抑制的自
己制御行動尺度得を作成した（自己抑制項目
13・14・17 は逆転項目）。 

②男女別の 3 場面の主張面・抑制面の自己制
御行動尺度得点の平均値の比較・母親価値観
尺度得点の平均値の比較：相手が誰かによっ
て主張面・抑制面の自己制御行動尺度得点の
平均値に有意な差があるかを検討するため，
性別 (被験者間 ) × 場面（被験者内，
(a)(b)(c)の 3場面）× 側面（被験者内，主
張面・抑制面）の 3要因の分散分析を行った。
次に，母親の価値観尺度得点に対して，性別
(被験者間) × 場面（被験者内，(a)(b)(c)
の 3 場面）× 側面（被験者内，主張面・抑
制面）の 3要因の分散分析を行った。 

 (ア) 主張面の自己制御行動尺度得点の平
均値は抑制面の平均値と比較して有意に高
かった。(イ)友達といる場合には主張面・抑
制面の平均値に有意な差はなかったが，きょ
うだいや母親と一緒の場合は，主張面の平均
値が抑制面の平均値より有意に高くなった。 
(ウ) 主張面の自己制御行動の平均値は，友
達といる場合がきょうだいや母親と一緒の
場合より有意に低かった。(エ) 抑制面の自
己制御行動の平均値は，友達といる場合がき
ょうだいや母親と一緒の場合より有意に高
かった。(オ)母親は自己主張的側面の価値を
抑制面のそれよりも高く評価しており，子ど
もに期待していること，(カ)母親と一緒にい
る時に自己制御行動をよくとることを期待
していることがわかった。 

③対人場面での自己制御行動に２つの気質
が及ぼす影響 
研究室コホートの縦断データの分析を行っ
た。ウェブ調査のデータに実施した自己制御

行動測定項目に対する尺度分析の結果を踏
まえて，⒜同年齢の子ども，⒝きょうだいに
対する「自己主張的自己制御行動・「自己抑
制的自己制御行動」の尺度得点を算出した。
その尺度得点と 4時点での行動的抑制傾向尺
度得点(BI)，エフォートフル・コントロール
尺度得点(EC)との相関を求めた。 
２つの気質は「自己」の制御行動に関して，
同年齢の子ども・きょうだいに対して異なっ
た関与の方向を示した。きょうだいに対して
主張面・抑制面双方で「自己」の制御ができ
る子どもはエフォートフル・コントロールが
高い子どもであり，同年齢の子どもに対して
自己主張ができる子どもは行動的非抑制傾
向にある子どもであると考察された。 

 
(3)子どもの内在化・外在化問題行動と２つ
の気質との関連 
CBCL採点用プロフィールに基づいて，ひきこ
もり，身体的訴え，不安/抑うつ，社会性の
問題，思考の問題，注意の問題，非行的行動，
攻撃的行動の 8つの下位尺度得点を算出した。
次に，CBCL 採点用プロフィールに基づき，内
向尺度，外向尺度を算出した。内向尺度は内
在化問題行動の得点，外向尺度は外在化問題
行動の得点をあらわすものである。内向尺度
は，＜ひきこもり＋身体的訴え＋不安/抑う
つ－項目 103＞で求めた。外向尺度は，＜非
行的行動＋攻撃的行動＞で求めた。 

内向尺度，外向尺度による群分け 
 研究協力者を内向尺度・外向尺度の得点に
より，それぞれ 3 つの群に分類した。CBCLの
採点用プロフィールを参考にし，T得点が 49
以下の群を“普通群”，50以上 59以下の群を
“中間群”，60 以上の群を“高群”とした。
内向尺度・外向尺度による各群の人数を表に
示した。 

内向尺度による 2群，外向尺度による 2群の
気質得点比較 
内向尺度の普通群と高群，外向尺度の普通群
と高群で第 2回～第 5回に測定した行動的抑
制傾向尺度得点，エフォートフル・コントロ
ール尺度得点に差が見られるかの検討を行
った。 



内向尺度の高群は，第 5回調査・第 4回調査
の BI 尺度得点の平均値が普通群より有意に
高かった。外向尺度の高群は，第 5 回調査・
第 3 回調査・第 2 回調査の EC 尺度得点の平
均値が普通群より有意に低かった。このこと
から，行動的抑制傾向が高い子どもは就学前
期になると内在化問題行動を示しやすいこ
と，エフォートフル・コントロールが高い子
どもは外在化問題行動を示しにくいことが
示唆された。調査時点により気質尺度得点の
平均値に有意差が見られた時点とそうでな
い時点があったことから，気質の発達過程に
おける個人差を考慮したさらなる分析が必
要であると考えられた。 
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